
あなたは、ホセ・アルベルト・ムヒカ・コルダノ（José Alberto Mujica

Cordano）という人をご存じでしょうか。今年の４月５日に、日本を訪れて
ぞん

います。若いころ歩んだ壮烈な人生とは裏腹に、大変人懐っこい笑顔の、
そうれつ

はっきりものを言う、７０歳半ば過ぎのご老人です。

そうですね、「世界一貧しい大統領」とし
だいとうりょう

て有名な人。ブラジルとアルゼンチンに挟ま

れた小さな国ウルグアイの第４０代大統領（2

010年3月1日より2015年2月末）エル・ぺぺさ

んですね。

あの、2012年6月20～22日に，リオデジャネイロ（ブラジル）で開催され

た「国連持続可能な開発会議（リオ＋20）」での、世界中の人びとを感動
じぞ く か の う

させたスピーチで知られていますね。

会議のテーマを、「持続可能な発展と世界の貧困をなくすこと」と確認

したうえでお話しされました。

昔の賢明な方々、エピクレオ、セネカや
けんめい

アイマラ民族までこんなことを言っています

「貧乏なひととは、少ししかものを持ってい

ない人ではなく、無限の欲があり、いくらあっ

ても満足しない人のことだ」の言葉で知られ

ていますね。

日本に紹介されたのは、2014年に発行され

た「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」

という題の絵本でした。

世界の国々の指導者が一堂に会して話し合
いちどう

う真の問題点を,

我々の前に立つ巨大な危機問題は環境危機
き き
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ではありません、政治的な危機問題なのです。

みなさんには水源危機と環境危機が問題源でないことを分かってほしいの
すいげん かんきょう もんだいげん

です。

根本的な問題は私たちが実行した社会モデルなのです。そして、改めて見
あらた

直さなければならないのは私たちの生活スタイルだということ。

発展は幸福を阻害するものであってはいけないのです。発展は人類に幸福
そがい

をもたらすものでなくてはなりません。愛情や人間関係、子どもを育てるこ

と、友達を持つこと、そして必要最低限のものを持つこと。これらをもたら

すべきなのです。

本当の意味で成熟した人間でな
せいじゅく

い限り、自分が好んでいる手中の
この しゅちゅう

珠を、それは危険だから捨てなさ
たま

いと言われても、捨てられないば

かりか、余計に力を込めて握りし
よ け い にぎ

めてしまうだろう。競争をして、

他人を蹴落としてまで手に入れた
け お

幸せ。パイの大きさは変わらない

よ、早く奪わないと食べ損なうよ、早い者勝ちだよと、国に煽られ社会に煽
うば そこ あお あお

られ、欲望のままに意味をも知らずに突き進む日本人には聞こえてこないの

かな。

幸福が私たちのもっとも大切なものだからです。環境のために戦うのであ

れば、人類の幸福こそが環境の一番大切な要素であるということを覚えてお

かなくてはなりません。

近代文明の発展は、人類の拡大する欲望と共にありました。自らの欲望を

満足させるための地球というパイには限りがあります。ある程度手に入れて

いる者と未だ手に入れていない者、様々な立場があります。そこで出てくる

のが、「総論賛成、各論反対」という、意見は一致しても実効性のない結論
そうろん かくろん い っ ち

です。小田原評定の果てには何が待っているのだろうか。
ひょうじょう は

万人の幸せという視点でもう一度見直さなければならないと、声をあげて
ばんにん し て ん

いこう。 （樹覚寺純英）
じゅかくじ
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お釈迦様の生涯 苦悩

「マヌ法典」では、人生を学生期・家住期・

林棲期・遊行期に分けます。

学生期は、師について学問。武芸を学び、家

住期は、結婚して家業にいそしみ、後継者を育

て、林棲期は森へ入って修行し、その後の遊行

期は、あらゆる執着を離れて各地を遍歴すると

いうことが理想とされていました。

学生期には、入門式をして師事をするのですが、この時期にも規定があり、バ

ラモンは妊娠後八年目、クシャトリアは妊娠後十一年目、ヴァイシャは妊娠後十

二年目に入門することになっていたようです。どうやら、古代のインドでは、生

命の始まりを出産の時ではなく、受胎の時とみていたようです。

ともあれ、少年シッダッタは規定により、入門式(ウパナヤナ)を受け、学生期

に入りました。

それぞれの師につき、学問や武芸を習ったシッダッタですが、武芸が並々なら

ぬ腕前だった以上に、学問の分野では非凡な才能を示し、しばしば教師たちを驚

かせるほどでした。

シッダッタが七歳の春のことでした。農耕初めの祭式が執り行われることにな

り、シッダッタは父王や大臣とともに出席し、農夫たちが鍬や鍬で大地を耕す様

子を見物することになりました。

春の遅い北インドでは、花はいっせいに咲き揃い、人々の注目を集めます。う

ららかな陽光に、野にも山にも生命の息吹が満ちあふれ、吹き渡る風は心地よく

大地の香りを運んできます。春ののどかな光景がシッダッタの眼前に広がってい

ました。

そんな中、一鍬一鍬に心を込めて大地を耕す人びとの姿がありました。皆の額

には汗が美しく輝いています。彼らが鍬を振り下ろして掘り起こした土の中に、

まだ冬の眠りから覚めやらぬ小さな虫がいました。

目ざとくその虫を見つけた小鳥がその虫をついば

むと、今度はその小鳥をねらって猛禽が現れたの

です。

シッダッタは、目の前で自らの命を保つために、

他の命を奪わねば生きることができない現実を突

きつけられ、考え込んでしまうのでした。

「これは動物たちだけの話ではない。私の存在

そのものが、まさにその通りで、たくさんの命を

奪わなければ一日たりとも生存できない。【つづく】

あけし酔話



春には次々と花が咲き、あちこ

ちと目移りして気づかなかったの
め う つ

ですが、淡黄色の小さな可愛い花

が櫻の花のように軸の先に下を向
さくら じく

いて沢山咲いています。香りもし
たくさん

ているようです。

何の花かなと思いましたら、ナ

ツグミの花でした。

グミはいろいろ種類があること

が判りました。梅雨の頃に、赤い
つ ゆ

可愛い果実が沢山なります。ナツ

グミの果実は他のグミの果実より

おいしいようです。

ナツグミ（夏茱萸）グミ科グミ
ぐ み

アキグミと同じ葉落性で春咲きのグミ。山野の雑木林や道端などに生える。
らくようせい ぞうきばやし みちばた

葉の腋に淡黄色の花を数個、下向きにつける。花びらに見えるのは４枚の
わき

萼片で、花には芳香がある。果実が５～７月に赤く熟すことが名前の由来。
がくへん ほうこう じゅく ゆ ら い

果実は楕円形で長い果枝があ
だえんけい

り、アキグミに比べて大きく味

もよい。果実を食用にするため

に庭木にされることも多い。

グミの他の種類

アキグミ。マルバグミ。ナワ

シログミ。トウグミ。ダイオウ

グミ。など
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な つ ぐ み （ 夏茱萸 ）


